
 
 

令和８年度 
 
 

熊本県立大学 環境共生学部 
 

環境共生学科 環境資源学専攻 
 

特別選抜  
農業・林業・水産・工業科学校推薦型選抜 

 
 

小 論 文 
 
 

問 題 用 紙 
 
 
 
【注意事項】 
(1) 試験開始の合図があるまで，問題用紙を開いて中を見てはいけません。 
(2) 問題用紙は，この表紙を含めて４ページあります。 
(3) 解答用紙の指定の欄に，受験番号，氏名を記入しなさい。 
(4) 問題は，全部で２問あります。２問全てに答えなさい。 
(5) 解答は，必ず解答用紙に記入しなさい。 
(6) 問題用紙の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。 
(7) 試験終了後，問題用紙及び下書き用紙は，持ち帰ってください。 

- 1 -



 

 

 

（試験問題は，4ページからです。） 
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（試験問題は，4ページからです。） 
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次の文章を読んで，以下の問１～問２に答えなさい。 
 

日本は，すぐに使える資源に乏しく，国土を山と深い海に囲まれるなどの地理的制約を抱
えており，過去に幾度もエネルギー安定供給の危機に見舞われ，その都度，英知を結集して
エネルギー安定供給の確保に取り組んできました。しかし，2011 年の東日本大震災及び東
京電力福島第一原子力発電所事故以降，原子力発電所の多くが停止した結果，化石燃料に対
する依存が高まり，その大宗を海外からの輸入に頼るという，エネルギー需給構造上の脆弱
性が再び顕在化することとなりました。 

（中略） 
エネルギーは国民生活や経済活動の基盤となるものであり，エネルギー安定供給が損な

われることは決してあってはなりません。 （1）化石燃料への過度な依存から脱却し，エネルギ
ー危機にも耐え得るエネルギー需給構造への転換を進めていくためにも，エネルギー安全
保障に重点を置いた政策の再構築を進めることが強く求められています。 

（中略） 
エネルギー政策の原則である「S+3E1」のバランスを取りながら，エネルギー政策を進め

ていくことが何より重要です。特定の電源や燃料源に過度に依存しないようバランスの取れ
た電源構成を目指すとともに，徹底した省エネルギーに加え， （2）再生可能エネルギー，原子
力などの脱炭素電源を最大限活用することが重要です。 
 
1 安全性の確保（Safety）を大前提とした上で，エネルギーの安定供給（Energy Security）
を第一とし，経済効率性の向上（Economic Efficiency）と環境への適合 （Environment）を
図っていく考え方のことで，この考え方を，それぞれの頭文字を取って「S+3E」と呼んで
います。 
 
出典 ：資源エネルギー庁 「令和６年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書 2025）」
より一部抜粋し，一部改変 
https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2025/pdf/whitepaper2025_all.pdf 
（注）大宗…1 物事の初め。おおもと，2 大部分。おおかた。 
 
問１ 下線部（1）について，化石燃料を用いた発電の長所・短所にも触れ，あなたの考

えを 400 字以内で述べなさい。 
 
問２ 下線部 （2）について，これらの活用によるエネルギー政策に対するあなたの考えを

400 字以内で述べなさい。 
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